
 

 
 

2014.9.7(第１日曜日) 9:00～14:00   日本野鳥の会大阪支部 

担当 平 軍二（☎090-6901-1425） (Ｅメール g-hira@nifty.com) 

 南 茂夫、高井 常之、前田 初雄、甲田 照二、堤 潤、斎藤 健、西脇 淳浩 

１．秋の渡りのシーズン 

シロチドリ・ハマシギなど水辺の鳥の秋の渡りは８月に始まって

おり、コサメビタキなど山野の鳥、ノビタキなど草原の鳥も９月に

入ると渡り始めています。秋の渡りで最も楽しみなタカ渡りは９月

中旬に始まり、ハチクマ・サシバ・ノスリと 10 月後半まで続きま

す。牧野上空にもタカが通過していると思いますが、探鳥会開催日

と渡りの最盛期（９月下旬）のタイミングが合わず、あまり観察で

きないのが残念です。 

２．先月（１４年８月）ツバメのねぐら観察会から    →→ 

８月定例会は夏休み、代わりに夕方、対岸の鵜殿のヨシ原に集まるツバメのねぐら

入り観察した。 スタート前から雨でしたが、牧野周辺にお住まいの非会員が３家族

など思いのほか参加者が多く、東京本部から２人の参加もあり、コースはアスファルト

道で安全なこと、雨でもツバメはねぐらに集まることなどから、観察会を実施した。 

雨のためか牧野上空から鵜殿へ急ぐツバメは低く飛んで見えたが、期待していた

群舞のツバメは牧野に近づかず肉眼では見られなかった。しかし双眼鏡で対岸の

上空を見ると、多数のツバメが群舞しているのが確認でき、初参加の人に喜んでもら

うことができた。 

またツバメが飛び始める前に、膨らんだつ

ぼみの「カラスウリ」の場所を確認しておき、ツバメ観察終了後、雨の中で白いレ

ースが広げた花を観察、花の神秘さにも感動することができた。 

尚、鵜殿のヨシ原にねぐら入りするツバメの数のカウントは、高槻野鳥の会メン

バーにより行われていますが、同じ日８月３日雨の中で実施されており、４万羽と

昨年より多かったとの報告をいただいています。 

３．今月の鳥(ツバメの生活史)    

春ツバメが日本に渡ってきて、秋

に帰るまでの生活史を漫画にして

みました。繁殖巣の周辺で４ヶ月、

巣作り前や巣立ち後のねぐら入りな

どを含め日本にいる期間は６～７ヶ

月です。この間に１～２回（１回に５

卵とすると５～１０卵）子育てをして

いますが、無事に巣立つのは厳し

く子育て中におきたアクシデントを

見ることがよくあります。 

１巣で５羽のひなが巣立ったとして日本から南へ帰るのは、２羽の親と合

わせて７羽がとなりますが、このうち来年日本に戻ってくるのは前年とあまり

変わらず、２羽ほどと思われます。これほど厳しい条件の中で、どうして渡りを続けるのか、いつも不思議に思いながら、渡

り鳥を楽しんでいます。 

４．次回 10 月５日（第１日曜） 秋の渡りのノビタキが楽しむ      

月日：10 月 5 日(日)  集合：9:00 京阪牧野駅   解散：14:00 頃 京阪枚方市駅近く 
 

牧野探鳥会の合言葉  

「バードウォッチャー そこのけそこのけ 自転車が通る」  
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2014年 2014年

6/1 7/6 8/3 9/7 10/5 11/2 6/1 7/6 8/3 9/7 10/5 11/2

5 キジ キジ 14 6 420 モズ モズ 27 1 ○

21 カモ ツクシガモ 1 435 カラス ハシボソガラス 31 24 29 ○

26 カモ オカヨシガモ 14 436 カラス ハシブトガラス 30 16 3 ○

27 カモ ヨシガモ 2 438 キクイタダキ キクイタダキ 4

28 カモ ヒドリガモ 13 442 シジュウカラ ヤマガラ 4

29 カモ アメリカヒドリ 5 443 シジュウカラ ヒガラ 1

30 カモ マガモ 16 445 シジュウカラ シジュウカラ 27 22 22

32 カモ カルガモ 27 8 2 452 ヒバリ ヒバリ 21 5

34 カモ ハシビロガモ 1 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

35 カモ オナガガモ 4 457 ツバメ ツバメ 16 18 14 ○

36 カモ シマアジ 1 459 ツバメ コシアカツバメ 4

37 カモ トモエガモ 1 461 ツバメ イワツバメ 11 3 3

38 カモ コガモ 16 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 31 26 83 ○

42 カモ ホシハジロ 5 464 ウグイス ウグイス 29 51 9

46 カモ キンクロハジロ 8 466 エナガ エナガ 23 28

47 カモ スズガモ 1 477 ムシクイ メボソムシクイ 2

59 カモ カワアイサ 14 480 ムシクイ センダイムシクイ 2

62 カイツブリ カイツブリ 11 483 メジロ メジロ 19 2

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 14 492 ヨシキリ オオヨシキリ 8 18 5

74 ハト キジバト 30 3 4 ○ 499 セッカ セッカ 8 5 2

127 ウ カワウ 28 29 1 506 ムクドリ ムクドリ 30 79 15 ○

139 サギ ゴイサギ 4 ○ 508 ムクドリ コムクドリ 3

141 サギ ササゴイ 4 1 1 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

144 サギ アオサギ 30 1 ○ 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

146 サギ ダイサギ 28 4 1 521 ヒタキ シロハラ 14

148 サギ コサギ 22 5 525 ヒタキ ツグミ 16

170 クイナ ヒクイナ 1 536 ヒタキ ルリビタキ 1

174 クイナ バン 3 540 ヒタキ ジョウビタキ 15

175 クイナ オオバン 6 542 ヒタキ ノビタキ 5

185 カッコウ ホトトギス 1 549 ヒタキ イソヒヨドリ 2

192 アマツバメ アマツバメ 2 552 ヒタキ エゾビタキ 1

195 チドリ ケリ 8 1 1 554 ヒタキ コサメビタキ 3

202 チドリ イカルチドリ 3 558 ヒタキ キビタキ 2

203 チドリ コチドリ 12 1 1 561 ヒタキ オオルリ 2

204 チドリ シロチドリ 4 569 スズメ スズメ 31 48 42 ○

227 シギ チュウシャクシギ 2 573 セキレイ キセキレイ 5

244 シギ イソシギ 20 574 セキレイ ハクセキレイ 28 2 1

251 シギ トウネン 1 575 セキレイ セグロセキレイ 26 1

286 カモメ ユリカモメ 9 584 セキレイ タヒバリ 4

293 カモメ ウミネコ 2 586 アトリ アトリ 11

294 カモメ カモメ 1 587 アトリ カワラヒワ 29 32 31

299 カモメ セグロカモメ 6 588 アトリ マヒワ 6

307 カモメ コアジサシ 3 592 アトリ ベニマシコ 15

339 ミサゴ ミサゴ 18 600 アトリ シメ 12

340 タカ ハチクマ 2 602 アトリ イカル 2

342 タカ トビ 19 1 610 ホオジロ ホオジロ 30 10 9

349 タカ チュウヒ 1 617 ホオジロ カシラダカ 9

355 タカ ハイタカ 9 624 ホオジロ アオジ 18

356 タカ オオタカ 6 628 ホオジロ オオジュリン 3

357 タカ サシバ 1  キジ コジュケイ 4

358 タカ ノスリ 9  ハト カワラバト(ドバト) 30 23 74

366 フクロウ オオコノハズク 1  カッコウ カッコウSP 1

383 カワセミ カワセミ 26 2 6 0

388 キツツキ アリスイ 3

390 キツツキ コゲラ 24 3 2

393 キツツキ アカゲラ 1 種数合計(自動計算) 30 28 10

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 9 4 個体数合計(自動計算) 448 396

407 ハヤブサ ハヤブサ 11 探鳥会参加者数 16 14 15
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探鳥会出現鳥チェックリスト 
 


